
∪.D.C.る21.3】3:621.879.24:る2】.879.3る

自航バケット式 しゅんせつ船用電気晶
Electric Equipment for Self-pOWered Bucket Typc Dredger Boat
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内 容 梗 概

最近続予とし沌′んせつ船が竣_l二し~ている｣このJ三ど口立製作所が電k晶一式な納入した運輸省の】1勧トニケ㍉ノ

ト式ししゎんせつ船は我が国最初の電気脈進式てぁるの入ならす,巧妙な日動制御によるレオナード取掛こよ/--

て,パケ､ソトの作

1.緒

も柚めて効率よく実施できるようにLた劃期爪痕最新形Ⅵもので.二き､る

言

狭い国上聞発の-一成として,運輸省を小心とLた㍊舶

佃グループに_bいては,Lルんせつ作業船委艮会か設粧

され,数州こわたりそれぞれの用途に適した船形が検詔

されていたが,このたび日本鋼管株式会社ほ野舶

いて運輸省第州港湾建設J‖)納の低ト■仁形1-1航バケット式し

けんせつ船を建造することとなり,その電気晶-･式ほl]

正殿作所において 作され,関係相)三および造船J析の厳

亜なる立会検査を頂けて,規/一三~卜俣悩如こおいて好ぶ那里に

稼動ヰlであるL〕

本棚M･よ七として港湾の航路および汀け也のしルんせつ作

業に従~lき-iするl‡■州三能で経済的なしゅんせつ晰で,抽′二州

別力が蛾ノ｣で根上門のしゅんせつ作業に適して｣-ごり,戦

後わが国においてほじめて電気推進オ凝甘されている._.

電気品ほ作業船としての過昭な似用条什に耐え,

たfl荷の要求相性に適合するよう安仝確黒な制御ノノ式を

採用し,取扱保ザについてもト分な考慮が払われた｡-ノ

輝麿:空

第1【又l【†舶ニパ ケ

十
∃

十+++

トJ(濫用【‡舶の 外糾

2.電気設備の概要

第1図ほしゅんせつ船の外観,第2図ほバケットラインを船~n■捌

からみたところである.二.本船ほ舶はに機関室を,舶休トト1火部に中火

やぐらを,船首にラダーつり上げやぐらを存している｡小火やぐら

卜の後動こ航海船橋を設けその中火に操舵室を,またイf舷前.錮こし

くわんせつ操 室を配Lている_ Lくわんせつ作業設備は/ミナットライ

ン,ラダー巻_卜機,ダンパ俳m凋引払 ベルトコンペヤ,コンベヤフ

レーム巻上磯,へ､ソドライン揚錨機,舶竹/.ミん舷陽甜機,船尾暢刷

機,キャプスタンなどからなっている_ ラダーにはノミケ､ソトライン

を装備し.′ミケットラインはべ′しト4丼十およJギヤ2段で湖辿され

ヰ00lくW両:流電動機により駆動される_ バトソトラインによ右裾削

さかた上砂ほいったんホ､ソハに入r)ダンパl馴椚郁■】:を締て,_ん右舷

のベルトこ1ンベヤにより舷側の上砂運搬船に放=される､Jしり〕んせ

つ時の船≠の操 は船汀,付出宅の揚鋪機を巻き収りあるいは赦i)=l

す操作によって行うが,これらのLゆんせつ用電動機群ほすべてし

けんせつ躁縦室より遠隔制御されるし､航柑時にほラダーは船汀やぐ

ら_l二のラダー巻_ヒ機によF),またベルトコンベヤはコンベヤフレー

ム巻.卜槻により巻上げられている､抑進糀は∠1･0()lくWげ1:流電動機に

より駆動されるが,パケ､ソトライン用電動機と推進川電動棟とは吊

時に運転されることがないので_u回路およJ操作l哺乳を切換えてい

ずれも450kW第1圭発電機により拾`電される

第1表は本船搭載の回転機㈲の什梢一覧表である

串【h二′二;峯=1再=1.立工場

39

ち′‡2卜王lノニヶ､ノト イ ン

推進廿電動機と′ミナ･ソトライン川電動機はイ小路を切扱え~て

150kW第トiミ発電機によりレすナード制御されるが.推進用電動

機ほ刊雄最甘作〃いカ㌧いこ′小)り1⊥､_〕~･ド`■針景的＼橙酎風†吊こ胡持の坐じな
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いことか必要であり,また/ミケソトライ/川電動機ほ急激な過負荷

がかかっで竜動機か停止する場合でも,その停動トルクをある値に

制限する必要があるため,発電機は他肋分巻,白励分巻および差動

ぼ巻の三胆磁を有する,いわゆる三界磁発電機を採用している_ 経

巡用竃動機とLて,あるいほノミヶットライン用電動機として要求さ

れる時仲ほそれぞれ異なるが,この三射磁発電機の自助ケナ巻昇磁と

勉励界磁の励磁の謝倉を変えることにより,周一一の発電機で推進叫

電動機にもパケ､ソトライン用電動機にも望まし卜相性を与える二.上

ができる

また推進用竃動機てほ減速暗またほ前(.後用狛讃から稜■前J進什二

;Jく巨＼の急激なハンドル操作を行った場合に流れる制動電流の制限に

村する考慮､残留電圧による牢転を防ぐためのSuicide回路など0)

考慮が払われており,一刀/ミケリトライノ用電動機てほ軟=温.仙

ヒ質いずれの場合でもその作業能力をあげるために 3()(ト450rpnl

間は界磁制御を行い,過負荷によって停動Lた場キにほ自動的に電

動機昇磁を嫉めてト′レク補償を才子っているが,停励時間が,ある相

聞なこえた場合ぞ偲直荷の反復に対しては電動機を保護する貼牒㍑.■

す三■lている

3.回転機の構造

3.1推進用電動機

本宅動機は,わか国政初の電ふ灘遇Jしこし/′しせノノ船上jjシ)推進電動

機て∴ 4OOkW.士440V,-13OOr'Pm.B掩絶縁とL.また機関峯後

尾の低いト`(iだi三に据付けらか卜部はピノLジに浸る_おそれもぁる択｢∴

卜､臣狛封坊水構造せ闇消している

通払方式は他ノ｣通風とし.冷却送弧機(土`電動機本体レ)､)了′ト1i■l二抜寂

トjけらわ,l_l宥結側から抑込んで購読j′イ則に叶=し,l勺J'妄りを均･にilT

却するよう考l慮か払われている

3.1.1回 転 子

lこ帥ほプロペラ軸への直結用フランジをイJサる･休鍛㍊Iiflて,

電機一子鉄心ほ･部分的に通風ダクトをぷけた-･休リング状の鈷服せ
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造軸鉄に積朋し,ホノし卜で強固に締付け軸に焼ほめしてある ま

た･悠流｣㌧ボックスも軸鉄形のものとし十分に下部通風冷却を子ナ

ノ)せるとともに電機子親心の通風ダクトにより電機子線輪の冷却

オ効黒的にしている また本電動機の据付けられている機関室は

湿度甘塙H油気も含まれるので.B程絶縁のほかに′ 磯子線輪,

■整流イ･などには耐油耐湿処理を施し信頼度を高めているL

3･1･2 固 定 子

酢粗･･ま卿相手接て1一分な強度をもち船体から伝えられる振励に

対しての考慮か払わ木ている､また,エンドカ/ミー,ロ･ソカなと-

とともにI一二卜`･/つ帥岸造とし.ニれらの卜半分を放はずすことに

∴牛･回転丁を土宜∴巧Hせるようにしているので州転子分解の

′⊥二めに要するスペースほ′トさくてよい｡
絶縁ほ回転予と同しニ･二良質の絶縁物を使用し,耐油,耐湿処理

を施している

3･1･3 軸 受

､川一週転にムし､てほヰ)ちろん,船体の動播,触斜に対しても油

i､j已のなぃユうな構造としてある.オイ′しりングにユる【1】J給油

ろ_'トと1_ているか.本`電動機ほきわめて低い速度で似用される二

カ■こあるのて､二のユうな低 転におぃても確墨に柚膜を形成

そノ.し1動;け｣糸鋸11をも†ル用している二

3･1･4 スペース･ヒ一夕

`電動機仙ヒ■ll,l朋こにk如ユ付后することむ防止するため,両端

〟)エンドカノミート.部にほス/､こ←スヒータむ取付けてある ヒ一夕

｣弓子は7′しミニウム鋳･:､る克として表面温適度守げるようにL,

`竜輔矧恒l′ウきるたこ十均･な温頗こなるよう考慮されてし､る

3.1.5 そ の 他

格流-√側ユントカ/こ一にほ盤流子ごfl;分の点胤 保′1上のために卜

分なノ(きさの点検窓を設け,また刷子の交換の際,卜部の手がと

どきにくいところのものも簡単に交換できるよう,ロッカは容易

にい1王転させることのできる特殊構

思動機の外糾を宣すこ

を採用している一 策3図ほ本



[l 航 ノヽ ケ ッ ト 式 し

須3憧I400lくW折二進 川 電動機

第4図 400kW バケットライン川電動機

3.2 バケットライン用電動機

すでに述べたように本船は硬-ヒ質の海底の掘削を行うため,たと

え電動機定桁トルク(4OOkW,450rpm)の200%で自動的に停劃す

るとしてもかなり人きな衝撃トルクを受ける場合が予想され,また

本船の作業の小心となる重要な磯朋でもあるので電動機全体として

きわめて剛件のJT一帖､ものとしている∪反直結側には電動機定格トル

クの50%の制動トルクをもったポスト形 磁制動機が取付けられ,

電動機と電磁制動機とほ共通台無上に据付け,さらにこれがスライ

ドペーストに取付けられⅤベルトの張力を調整できるようになって

いるく.

本電動機ほIl傲上に暴露して設粧されており,電動機および電磁

制動機は停止申は完全な防水構造となるよう設計,製作されている｡

通風方式ほ推進用電動機と同じく他力通風であるれ冷却送風機

(工作業中の渥通常しぶきなどの影響のない場所に別設置され冷却空

気ほ送風骨を経て本電動機の厄結側エンドカバー上部より押込み,

熔流｢側カバート部から排気ダクトを経て外気に吐糾され,内部を

均一--･に冷却するように考慮されているし,

整流子点検忽は推進用電動機と同じく十分な大きさをもっている

が,甲板上に暴露しているため,ガラス窓にほ簡甲に開閉できるカ

バーを取付けて保 している｡

′竜磁制動機ほ完全な防水ケース内に収納されているが,回転可動

部分へのグリースの補給,ブレーキライニング 耗量の測定,およ

びブレーキライニソグ膵耗後の空隙の調整その他の保守,点検が容

易にできるよう糾心の注意が払われている｡

このほか州転1,固定丁などについては推進用電動機と同様の考

慮が払われているL･弟4図ほ-1二場における本電動機の外観であるし′

ゆ
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第5図 450kW十200kW 第1および第2主発電機

第6図 第1および第2主発電機固定子(下半分)

第7図 第1および第2主発電機回転子

3.3 主 発

バケットライン用電動機および推進用電動機の電源である第1主

発電機450kW,士450V,525rpmと,補機用電動機の電源である

第2主発電機200kW,225V,525rpmがあり,この両主発 機の

回転子ほジーゼルエンジンとの直結用フランジを有する･一体鍛造の

共通軸上に串形に配偶され,両端のペデスタル形軸受により支持さ

れる構造として,小形,軽量化が図られている(〕

電機子ほいずれも鋳造相鉄に 磯子鉄心および盤流イを偵柳こ取

付け,おのおの軸に焼ばめされている｡継鉄はバケットライン用,

推進用電動機と同じく鋼板熔接で上下二つ割構造としているが,

らに機械加工,組立て,分解の容易なるよう,第1,第2主発

のものはそれぞれ別になっており,フランジによって一体に

れている｡

倉

通風方式は向主発電機の電機子の中間に取付けたフアンによる自

己通風方式で,冷却空気は両側のエンドカバーより吸込んで中央か

ら吐揖すようにしてある｡

第5図は工場において試験中の第1,第2主発電機の外観,弟る

図ほ上半分の継鉄,エンドカノミー,-コッカなどを取はずし,さらに

回転子をつり上げ板ほずしたところをホし,弟7図は回転子の外観
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第8図 40ノ/20kW 船尾揚錨機用電動機

第9lX160/30lくWヘッドライン投錨機榔壱動機

Åエ

である｡

木主発電機では冷却空気ほ盛流イ側より吸込むようになっておリ

ジーゼルエンジン直結であるため,空気丹の油気についてほ同じ機

関室にある推進用電動機よりも条件が悪く,推進電動機の軒ご述べ

た絶縁処理のほかに,さらに整流子片にほ仙気による摩耗の少ない

材質のものを使用してガ合を慰ルている･ノ

このほかの構造については推進用電動機と同様の考慮が払われて

いる｡

3.4 甲板補横用電動梯

【11板補機用電動機ほ機械室に据付けられている船苫/一三右舷揚錨磯

川,ヘッドライン投錨機札 キャプスタン用=芥電動機ほ閉鎖通風防

滴形であるが,そのほかはすべて空間防水形で,｢Fl板上に機械とカ

ップリングで直結して掘付けられている｡したがって,これら全閉

防水形 動機は軸貫通闇の防水には特に考慮が払われており,防水

金具によって軸貫通部に密接水が当らぬように保護し,さらに軸貫

通部にはオイルシールを使川して,完全に水の浸入を防いでいる｡

船尾揚錨機用,ベルトコソべヤ用電動機は全閉防水形である上に

外扇により継鉄外 面を通風冷却する形であるが,外扇にはステン

レス鋼板を他用して,榊凪,海水などによる腐食に対する考慮が払

われている｡

上記の機械室むこ据付けられている各′痘動機や船尾揚錨機用,ラダ

⊥巻上機用,コンベヤフレーム巻上機用各電動機には反濫結側に完

全防水の円盤形冠磁制動機が取付けられているが,これらの電動機

の回転子のGD2はきわめて小さく設計され,電磁制動機に吸収さ

れるエネルギーが小さくなるよう考慮が払われている｡また電磁制

動機ほ十分な制動トルクをイj■し,熱放散のよい構造としているため

機械的にも熱的にもきわめて信頼度の高いものとなっている｡船首

左右舷揚錨機のように使用ひん度の高いものについてほ,このほか

にブレーキライニソグ の するよう柑別の考

ており,過酷な使用に対しても万全を期している｡

が払われ
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第10図 レオナード主回路概略結線図

雛11一翼 推進機および抑進機用電動機速度-トルク特性曲線

第8図ほ船尾揚錨機用電動機,弟9図はヘッドライソ揚錨機用電

動機の外観である｡

4.制 御 装 置

4.1レオナード主回路

第10図ほレオナード主回路の概略結線図を示す｡推進用電動機,

ならびにバケットライソ用 動機は操船上必ず別々に 転されるの

で,それぞれの運転ほレオナード主回路を切換えるとともに三界磁

発電機の特性をも変えてそれぞれの負荷特性に適した運転が行われ

る｡

4.1.1推進機運転

推進機を電動機で駆動するいわゆる電気推進は従来→般に用い

られてきたタービン,ジーゼル機関による駆動力式と比

次のような特長をもっている｡すなわち

(1)原動機と推進機軸を機械的(たとえば幽車)に

要がないので,原動機の 置場所が自由になり,動力伝

すると

結する必

機構が

単純化され,ぎ装がしやすく保守が容易になる｡

(2)容易に遠隔制御が可能であるから操船にあたり機関室と

操舵室との連絡は簡単になる｡

(3)低速まで連続的な速度制御が行われる｡



日 航 ･′
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節12岡 抑進機,バケットライン川侶動機制御偲

おエび西J′■~E盤の外観

(4)機閥の速度を-･揖こしたままで,推進機の逆転を簡j削こ

行える｡したが/)て逆転タービンなどの必要がなく操船が簡一匹で,

経済的である｡

電気進推方式は上記の特長をもっているが,斗割こレオナードカ

式による推進機運転ほ広範圧鋸こ,しかも 臓度速冊射的続

が行なわれ,逆転の速応性が良いなどの特長をもっている｡

三界磁発電機により駆動される電動機の

一般的な船舶の推進機の

度一トルク特惟と,

度▲-トルク特性とを弟】1図に示す｡

第】l図で曲線①ほ航行時の,曲線⑨は繋留運転時の推進機特

性,曲線㊥は船が全速力で航行中に推進棟を逆転したときの推

機特性を示し,曲線旬,㊥は推進機用電動機が定格揖 で力

るような指令を与えたときの正回転,逆回転時の特性を示す己 曲

線旬からわかるように船が前進中,推進機が過負荷になると電流

を制限しながら 減に的動‖H して運転を続けるしつまた推進機が空

転した場合,過速度にならないように三界磁発電機の無負荷取高

竃げをおさえるようにしてある(｡第】l図の側線(可にて明らかな

ように推進機を急速に停止させるためにほ推進機が水から慮ブ▲えら

れているエネルギーを吸収させる必要がある｡発電機をジーゼル

で駆動しているレオナード方式でほこのエネルギーにより原動機

の速度過昇をきたすことがあるから,制御方式には運転上支障の

ないよう十分考慮する必要がある｡曲線巧)および何からわかるよ

うに船が後進しているときほ推進機効率が低いため,足柄駆動ト

ルクを与えても定格速度以~Fで運転を続ける｡

推進機用電動機ほかじ取室,機関室のいずれからでも運転でき

るようにしているが,常時ほかじ取竃から遠隔慄作により運転さ

れる｡すなわちレオナード主回路を推進機側に切換え,主回路気小

断器を閉じ,電動機界磁が励磁され,電動機冷却用フアンが州

転していることを確認してからかじ取窒設慣の推進操作盤上の操

縦ハンドルを躁作することにより5kW励磁機電仕→発電機他肋

卯磁→発電機電圧→推進機用電動機電流を調燃して, 監せ慮

祝しながら広範囲に｣･~り滑な速度制御を行うことができる｡また抑

ゆ ん せ つ 抑 川
Il

lLL

二
-
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乙
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第13図 抑 進 椎 什 彗;室〟)外 剛

進据作盤設置の切換開閉船む機関室運転側こ切換えると卯磁調整

器を手動で操作することにより5kW励磁機竜比を調整lノて推進

機を運転することができる｡

推進機駆動系統ほ船酢】の=†ミ要機関であるため,次のような考慮

がなされている｡1

(1)推進操rトハンドルによる遠Ⅰ鯨躁縦磯瀾が故障の場合ほ推

進操作盤設間の抑ボタンにより壇二接電動界磁祇抗器を操作するこ

とにより,5kW励磁機電圧を調怪して抑進機の運怯を縦けるこ

とができる｡

(2)推進機運堀井にて帥1路気ヰ 断器が開いたときほ完~=-

断端と_並列の駄姉娘鮎榊こより推進機より箇重されるて闘勅エネル

ギーを急速に吸収して推進機を急停｣Lさせるし〕

(3)推進機〕駒川＼たとえば電動射磁拭抗招の■必埠などで,

5kW励磁機電圧の調整ができない場合でも推進操作盤這豊i符の非

常卯磁抵抗掛こよ狛江接5kW励磁機電H三を.凋燃して,推進機を

停止させることができるしノ

弟12図に推進機用電動機制御盤,バケットライン欄電動機制

御盤,および配電盤の外観を, 推に国3第 撲作盤の外観を示

す｡弟14図は推進操作ハンドルにより抑進機を停止→前兆全

→仲止と した場合のオシ/ログロムの一例をホしたものであ

る｡舞15図ほ船が前進全速小二｣二川路気小 斯絹が開いた場合の

オシログラムの-･例で,これからわかるように気申 断絹が闘い

たときにi･封任進機は㍊速に停1ヒしている｡これは水からケ･えられ

る推進機q)エネルギーが急

るものと考えられる(､

されていることを点味してい

4･l･2 バケットライン運転

バケット式しゅんせつ舶ほ傾げ〔のし･卜わんせつに適している

が,軟-げモのし沌んせつにも能*よくj里転できるよう考慮:する必

要があるしJとくに硬-げ〔のしノトムんせつ時はn荷の･JゾL三門_【二∴-E動機
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第14図 推進器運転オシ ロ グラ ム(停止→前進全速→机上の場合J

43



526 昭和36年4月 立

…

=≠~_~

第15図 推進器運転オシ■ ロ グ ラ ム

(推進器前進中気中遮断器開の場介〕

が停動する機会があるため,さきに述べたとおり電流制限力式は

確実で,かつ故障のないことが必要になってくる｡ 者らはこの

ような見地から三界磁発電機によるレオナード仁一ほ各を採用した｡

第Id図ほバケットライン用電動機の速度-トル勅浄性を示しノ

たものである∪ 弟1d図の曲線①ほ硬土質のしゅんせつに適する

ように設計されたもので,負荷の性質上,電動桟速度をあまり大

きくせずに十分なトルクで能率よくしゅんせつ作業ができるよう

にしており,電動機が停電したときほ約200%のトルクが山るよ

うにされている｡曲線戊･は軟上質のしゆんせつに適するよう設計

されたもので,負荷トルクが小さいため 動機容量のゆる る
】勺ノ
し

範囲内でバケットラインの速度を上げて作業できるよう電動機の

界磁調整により電動機

ノミケットライソ用

度を上げたものである｡

動機はしゅんせつ操縦室から遠隔操作によ

り運転される｡運転ほレオナード主回路を/ミケットライン側に切

換えて気中遮断器を閉じ,電動機卵磁が励磁され,電動機冷却用フ

アンが回転し,電動機停動検出継電器回路が形成されていること

を確認してしゅんせつ操作盤上の起動ボタンを押すことにより,

電磁制動機ほゆるみ,発電機は規定電圧まで上昇し, 動機速度

が上昇する｡弟1る図曲線④ほこのような状態のときの電動機

の特性を示したものである｡さらに電動機 度を上井したい場合

ほしゆんせつ操作盤設置の抑ボタンを押して,電動界磁抵抗許削こ

より電動機の界磁を弱めて電動機速度を調整する｡弟1る図曲線

㊥,(釘′はこのようにして得られた電動機の特性の一例を示したも

のである｡停止する場合ほ停止ボタソを押すことにより発電機電

圧を漸減しながら電動機速度を円滑に減少させて停止させる｡

バケットライン駆動系統は,その負荷の性質上,とくに次の点

が考慮されている｡

(1)電動機がある時間以上停勤したときほ5kW励磁機肘個

回路を開き,発電機電圧を下げて電動機を保護している｡

(2)電動機が定格電流以上で,一一一一定時間以上 きとた(し一斉さ転

は5kW励磁機界磁を開き,発電機電圧を下げるとともに主回路

気中速断行を開き電動機を保護している｡

(3)電動機が弱め界磁で運転しているときノミヶットラインが

停動すると磁気増幅器と組合わせた特殊な継 箸別こより電動機を

強め界磁にして停動トルクを増加し,掘削できたらただちにもと

の運転特性にもどって能率よくしゆんせつ作 が行われる｡

評
ノ､

d瑠 第43巻 第4号

-- トルク(完)

第16図 バケットライン川電動機 速度-トルク楷作曲線

第17図ほ/ミケ､ソトライン用電動機を停止Ⅳナ仝速二一･空転(電動揆モ

を収め卯磁にし-て)→椚速運転(電動機を弱め昇磁にして卜→仲J【二

とした場合のオシログラムの一例を示したものである､弟18図

ほしゅんせつ楳作庖の外観をホす_.

4.2 配 電 系 統

第19図は配電系統の概略結線l叶であるし.450kW売電磯と200kW

発電機ほ同一ジーゼル機関によって駆動され,後者ほ船内定層丑満

源として使用されている｡75kW発電機ほ200kW発電機の補助発

電機として使用され切換時の並列運転ができるようになっている｡

20kW発電機は碇泊時の通信電蘭用3.5kVA電動発電機,ならびに

船内照明 源として用いられる｡なお信号,警報ほすべて24V蓄電

池電源によって行われる｡

4.3 甲 板 補 機

11Ⅰ板補機ほ(1)船首やぐら上に設閏あれているラダー巻上機,

(2)しゆんせつ泥上をホッパに収納してから左舷,右舷の泥土運搬

船に泥土を区分けするためのダソ/Ⅶ引調器,(3)ダンパ開閉器によ

り区分けされた泥-†:をホッパよりん舷,右舷の運搬船に運ぶ左舷,

右舷ベルトコンペヤ,(4)左舷,右舷ベルトコンベヤを巻上げ,一巻

下げする左舷,ホ舷コンベヤフレーム 上磯,(5)しゅんせつ巾の

船を前進させるヘッドライン揚錨機,(6)広範囲なしゅんせつを行

うため船首を左右にふらせる船首左舷,右舷揚錨機,(7)しゆんせ

つ作業中,船体の移動を防ぐ船尾揚都磯,(8)キャブスタソなどか

らなっている(1)項から(6)項までの甲板補機用電動機はすべ

てしゅんせつ操縦盤設置の抑ボタンにより遠 操作で 転される｡

第20図は甲板補機電動機の制御盤の外観を示したものである｡

4.3.】ラダー巻上機

ラダー巻上機は海底の地形により巻上げ,巻下げがひんばんに

行われるため電動機ほ巻上げ時は帝:巻特性をもち,巻下げ時は分

巻特性をもって安定な速度で 転し,能率よくしゅんせつ作業が

できるよう制御される｡ラダーが巻下げられた状態で200kW定

電圧発電磯が故障した場合でも電動機卯磁腐強めて75kW定電圧

発電機で巻上げができるよう計画されている｡また巻ドラムで駆

嶽二二空空
ト･一博止一･-･｢

第17岡 バ ケ ット
ラ イ ン 運転 オ シ ロ グ ラ ム
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第18図 渡深操 作 盤 の 外 観

第20図 甲板補機電動機川制御憮の外観

動される歯 制限開閉器により巻上げ,巻下げ働闇で電動機ほ

日動的に停止する｡

4.3.2 ヘッドライン揚錯轢

ヘッドライン揚錨機ほ土質に応じた運転をするたむ速度制御せ

子fう必要がある｡そのためヘッドライン陽鋪機用電動機ほ電動卯

磁祇拭器により界磁を調整し50～100%速度間任意に調腰しうる

ようにしている｡また錨のみを巻取る場合は電動機の昇磁を手動

で調英し,能率よく高速運転ができるよう考慮されている｡

4.3.3 船首左舷,右舷および船尾揚錨機

船首左舷,右舷および船尾揚錨機はヘッドライン揚錨機と同じ

く土質に応じて 転操作する必要があるため電動機は

杭器により界磁を調整し50～100%の

動昇磁挑

度制御を行っている｡前

老の揚錨機はさきに述べたとおりしゅんせつ操縦盤から遠隔制御

されるが,後者は弟21図に示すように船尾甲板に設けられた根作

スタソドから抑ボタンにより操作される｡

なお船尾揚蘭機は船尾,船尾左舷,船尾右舷揚錨機からなり校

作スタソドに設置された切換開閉器により気圧

よぴブレーキを切換えて同一電動機により

4.3.4 そのほかの甲板補轢

作のクラッチお

転される｡

左舷,右舷コンベヤフレーム巻上機用電動機はラダー巻▼_l二機片J

電動機と同じく巻上げ時は直

をもって能率よく

特性をもち,巻下げ時ほ分巻特性

う制御される｡また巻ドラムで駆

動される歯車式制限開閉器により巻上げ,巻下げ極限で

自動的に停止する｡

動機は

プf三舷,右舷ベルトコンベヤほ土質匠より送り速度を調整する必

要があるた軋 しゅんせつ躁縦麗に設瞑された射磁抵抗船により

電動機界磁を調整して67～100′%
●

キャプスタンほ船首左舷,オi舷ならびに船尾左舷,{i舷l】t板に

設置された操作ハンドルにより運転され,直接電動機印加電圧を

整して速度制御が行なわれる｡
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第19図 配電系統の概略結線図

第21図 船尾揚錨機操rFスタンドおよびキャプスタン

帽作スタソド

4.4 機関室補横

磯関墓相機用電動機には相々あるが,これらの電動機ほ揚鑓機躁

縦周空気圧桁機用電動機,燃料油移送ポソプ用

手動運転である｡

5.結

低位形日航バケットしゆんせつ船の

動機以外はすべて

気品についてその概要を訊

明したが,国内はいうに及ばず東南アジア方面からもいろいろの榎

の引合いが多い昨今,わが国では戦後はじめての電気推進日航作

成完が船 し,好調のうちに稼動していることはまことむこ意義深い

ものがある｡

木船電気ぶの計l重けこあたってほ,運輸省

l~~1本銅竹株式会社鶴見造船所設計部,沌野船

多人のご指埠をいただいたので深く感盲 する｡

｣可設 ならびに

hソよ課気届社会式株
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